
重要データを日次ベースでフルバックアップ
災害時は遠隔地のDRサイトを活用して事業継続性を確保 

ネットワーク経由でリモートサイトに設置され

たEMC Avamar Data Storeに格納する点

です。単なる差分バックアップだけでなく、デー

タの圧縮と重複排除を行うことで既存WAN/

アクセス回線を有効利用できる点に大きな特

長があります。また、データベースのバックアッ

プでマルチベンダーにも対応していることが、

T&K TOKA様のデータベース環境にもフィット

しました。

T&K TOKA様では機能のほかに、導入費用、

保守等を含む5年間のランニングコスト、ベン

ダーの力量などを総合的に評価し、採用を決定

しました。

高いシェアを占める速乾性のUVインキを始め、

各種用途に最適なインキの製造・販売で事業を

広げるT&K TOKA様。作業環境の劣化につな

がるスプレーパウダー散布不要の「ベストワン 

キレイナ」など、市場の声に応える新商品の開発

に力を入れています。 

同社では事業拡大とともに取り扱うデータ量が

年々増加。サーバやストレージの台数も増えてい

ました。中でも主力工場の埼玉事業所は、原材料

の配合や購買に関する情報のほか、顧客、決算、

債権債務情報など日々の業務に欠くことができ

ない重要データを扱っています。重要データを

3台のサーバを用いて外部ディスク装置に移した

後で、さらに磁気テープにバックアップし、遠隔

保管することになっていました。 

しかし、2011年に東日本大震災を機に見直しを

迫られました。「計画停電などで電源がサーバ

ルームに供給されなくなればバックアップシステ

ム自体を起動できず、保管したデータをリストア

（復旧）できません。ビジネスの継続が懸念され

ました」と同社情報システム部部長の菊地和徳

氏は述べます。埼玉事業所にUPS（無停電電源

装置）や自家発電装置を導入・拡充しましたが、

さらに業務機能を代替できるDR（Disaster 

Recovery）サイトを遠隔地に構築するプランが

浮上しました。
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導入前の課題

導入の経緯

かねてより同社のシステム構築を支援してきた

NECでは同社の要望をキャッチ。DRサイトを

活用した重要データの日次ベースのバックアッ

プ、および災害時に機能を引き継ぐ待機系シス

テムを検討しました。そしてEMCのバックアッ

プアプライアンス「Avamar（アバマー）」を活用

した提案を行ったのです。T&K TOKA様は全

国16カ所に支店・営業所を構えています。その

中で地震の発生頻度の少なさ、空路などで万

一の際も東京からアクセスしやすい、という地

の利を生かし、福岡支店をDRサイトに決定し

ました。NECでは実機を使った検証作業を埼玉

事業所と福岡支店の間で実施しました。

「震災などで埼玉や東京のシステムが機能しな

い状況に陥っても、DRサイト側のシステムを稼

働させることができれば、お客様を待たせること

なく事業を速やかに再開することができます」

と菊地氏は狙いを説明します。

Avamarの大きな特長は、Avamarクライアント

を導入したプライマリサイト側で冗長なデータ

セグメントを排除してからバックアップデータを

バックアップ対象となる埼玉事業所のデータは、

基幹業務システムで用いられるデータベース、

さらに情報系システムに蓄積された各種デー

タ、各部署で共有しているファイルサーバのファ

イル、電子保存された作業・検査記録データなど

ほぼすべてが該当します。その容量は約7TB。

データを蓄える約60台の業務サーバにはそれ

ぞれAvamarクライアントが動作しており、毎

日データの圧縮および重複排除を行った上

で、メッシュ構成のWAN（IP-VPN）経由で福岡

支店の待機系サーバへ送信します。約60台の

Avamarクライアントが同時並行で圧縮、重複

排除を行うことで処理時間を短縮しています。

バックアップ作業は営業終了後の毎日午前0時

30分に開始。約40分の1に凝縮されたデータを

福岡支店に転送するWAN側へのアクセス回線

にはベストエフォート型の光回線などを利用し

ていますが、転送時間はわずか十数分。圧縮・重

複排除を含む一連のジョブはおおむね1時間半

程度、翌朝の業務開始までには完了しています。

災害時に切り替わる福岡支店の待機系サーバに

は、バックアップされた基幹業務データの中で

も特に重要な販売、購買、生産、在庫、原価、輸

出入、経理に関するデータを順次リストアして

います。これにより、埼玉事業所の業務システム

が利用できなくなった場合でも福岡支店の待機

系を起動し、前日までのデータを利用して業務

を再開できる仕組みが整備されました。

現在、対象サーバの全てのバックアップが完了し

たところですが、重複排除率が想定以上に効果

を発揮し、利用率は約30％に抑えられており、

良好な結果が得られたと菊地氏は述べます。

バックアップの処理状況の確認や設定作業は、

リモート操作により行えます。担当者は自宅や

社外でも随時確認することができるなど、運用

管理が容易になりました。

同社は、現在海外にも生産・販売拠点を有して

います。内部統制の強化や国際会計基準への対

応などグローバルでの標準化が求められてい

ます。「データの管理も同様で、国内での経験を

もとに『TOKAのスタンダード』を作りたいで

すね。グループ全体の足並みを揃えたいと考え

ています」と今後の展望を示しました。さらに

「NECは豊富な事例を有していると聞いていま

す。その実績を生かし、当社の企業規模に合っ

た提案を今後もしてほしいですね」と期待を寄

せました。

大容量データのバックアップと
災害時の事業継続

NECとEMCの
協業体制を生かした提案

最小限のデータのみを転送する
「Avamar」を選択
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既存WAN回線を増強することなく
フルバックアップ 

「T&K TOKAのスタンダード」として
バックアップの標準に 

60台・約7TBのデータを毎日1時間30分で
遠隔地にフルバックアップし、災害対策を実現

災害時は災害対策サイトで重要業務を再開可能

重複排除バックアップ

既存ネットワーク
ベストエフォート回線（100Mbps）で実現

バックアップ対象【約60サーバ、合計容量 約7TB】
（基幹データベース、情報系システム、ファイルサーバ、検査記録データ）

…

バックアップアプライアンス
EMC Avamar

S2400（実効容量7.78TB）

WAN

バックアップ バックアップ リストア

業務復旧用
サーバ

バックアップデータ 約1/40のデータ

メインサイト　埼玉事業所 災害対策サイト（DRサイト）　福岡支店

Avamar無償クライアント

バックアップデータ

データ・セグメント

重複排除重複排除

30%の利用率

重複排除率により
HDD利用率を
大幅削減


